
野
田
市
の
小
学
４
年
生
、
栗
原

心
愛
（
み
あ
）
さ
ん
（
当
時
１

０
歳
）
が
親
か
ら
の
虐
待
で
命
を

奪
わ
れ
た
事
件
か
ら
１
年
。
心
愛

さ
ん
が
残
し
た
も
の
の
中
に
「
自

分
へ
の
手
紙
」
が
あ
り
ま
す
。
２

０
１
８
年
１
０
月
に
書
い
た
も
の

で
す
。

「
三
月
の
終
業
式
の
日
。
あ
な

た
は
漢
字
も
で
き
て
、
理
科
や
社

会
も
完
ペ
キ
だ
と
思
い
ま
す
。
十

月
に
た
て
た
め
あ
て
、
も
う
た
っ

せ
い
で
き
ま
し
た
か
」
「
五
年
生

に
な
っ
て
も
そ
の
ま
ま
の
あ
な
た

で
い
て
く
だ
さ
い
」
「
未
来
の
あ

な
た
を
見
た
い
で
す
。
あ
き
ら
め

な
い
で
下
さ
い
」。

心
愛
さ
ん
は
終
業
式
で
こ
の
手

紙
を
見
る
は
ず
で
し
た
が
、
手
紙

を
書
い
た
３
カ
月
後
、
父
親
の
手

に
よ
っ
て
未
来
を
断
ち
切
ら
れ
、

二
度
と
手
紙

を
見
る
こ
と

は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

こ
の
事
件

の
最
大
の
問

題
は
、
児
童

相
談
所
や
行

政
機
関
が
ま

と
も
な
対
応

を
し
て
い
れ

ば
、
心
愛
さ

ん
の
命
は
救

え
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

２
０
１
７
年
１
１
月
、
県
柏
児

童
相
談
所
は
父
親
が
虐
待
し
て
い

る
と
判
断
し
て
、
心
愛
さ
ん
を
両

親
か
ら
引
き
離
し
て
一
時
保
護
し

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
同
年
１
２
月

２
７
日
、
一
時
保
護
を
解
除
し
て

祖
父
母
宅
に
帰
し
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
後
、
心
愛
さ
ん
は
虐
待
を
し

て
い
た
父
親
の
い
る
自
宅
に
移
さ

れ
ま
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
県
検
証
委
員
会

は
「
リ
ス
ク
判
断
が
不
十
分
な
ま

ま
一
時
保
護
が
解
除
さ
れ
、
漫
然

と
推
移
し
た
末
に
痛
ま
し
い
結
果

を
招
い
た
」「
一
時
保
護
は
解
除

す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
」
と
厳
し

く
指
摘
し
て
い
ま
す
。

千
葉
県
は
心
愛
さ
ん
の
事
件
を

踏
ま
え
て
児
童
相
談
所
の
増
設
な

ど
を
検
討
し
て
い
ま
す
が
、
県
内

で
は
児
童
相
談
所
が
関
わ
っ
て
い

た
の
に
命
を
救
え
な
か
っ
た
事
件

が
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ま

千
葉
県
に
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、

体
制
の
強
化
と
と
も
に
、
何
に
も

ま
し
て
子
ど
も
の
命
を
最
優
先
す

る
と
い
う
姿
勢
で
す
。

船橋市議団とともに
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２
・
１
▼
行
革
中
止
宣
伝

２
・
２
▼
商
工
団
体
連
合

会
青
年
部
協
議
会
総
会
／

西
船
地
域
つ
ど
い
参
加

２
・
３
▼
地
区
常
委
／
安

倍
退
陣
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

２
・
４
▼
生
活
相
談

２
・
５
▼
国
保
を
よ
く
す

る
会
対
市
要
請

２
・
６
▼
立
体
交
差
事
業

県
か
ら
聞
き
取
り
／
青
年

懇
談
企
画
事
務
局
会
議

２
・
７
▼
平
和
委
員
会

２
・
８
▼
県
党
会
議

２
・
９
▼
建
国
記
念
の
日

学
習
会
／
三
山
地
域
つ
ど

い
／
東
葉
高
速
関
係
会
議

２
・
10
▼
地
区
常
任
委
／

船
橋
市
後
援
会
役
員
会

２
・
11
▼
街
頭
宣
伝

２
・
12
▼
昼
休
み
宣
伝
／

党
西
部
地
区
委
員
会
総
会

２
・
13
▼
行
革
報
告
会

２
・
14
▼
津
田
沼
革
新
懇

２
・
15
▼
ど
こ
の
空
に
も

オ
ス
プ
レ
イ
は
い
ら
な
い

＠
フ
ナ
バ
シ
宣
伝
／
志
位

委
員
長
青
年
企
画

２
・
16
▼
自
治
体
学
校

２
・
17
▼
地
区
常
任
委

２
・
18
▼
国
保
関
係
会
議

２
・
19
▼
昼
休
み
宣
伝
／

船
橋
革
新
懇
宣
伝

２
・
20
▼
行
革
中
止
署
名

提
出
／
国
保
値
下
げ
対
市

要
請
／
前
原
東
つ
ど
い
／

行
革
中
止
関
係
会
議

２
・
21
▼
高
根
台
訪
問

２
・
22

▼
市
職
労
学
習

フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
／
二
和

地
域
訪
問
／
パ
ブ
リ
ッ
ク

ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
実
施

２
・
23
▼
地
区
党
会
議

２
・
24
▼
地
区
常
任
委
／

前
原
西
つ
ど
い

２
・
25
▼
行
革
聞
き
取
り

２
・
26
▼
ど
こ
そ
ら
防
衛

省
聞
き
取
り

２
・
27
▼
オ
ス
プ
レ
イ
関

係
会
議
／
習
台
東
地
域
訪

問
／
生
活
と
健
康
を
守
る

会
世
話
人
会

２
・
28
▼
二
和
地
域
訪
問

／
薬
円
台
地
域
訪
問

２
・
29
▼
高
根
台
訪
問
／

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
宣
伝
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活
動
日
誌

船
橋
市
が
「
行
財
政
改
革
」

の
名
前
で
、
来
年
度
の
国
民
健

康
保
険
料
を
一
人
あ
た
り
年
間

３
０
０
０
円
引
き
上
げ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

今
回
の
引
き
上
げ
は
、
「
医
療

分
」
が
対
象
な
の
で
、
ど
ん
な

に
小
さ
な
子
ど
も
に
も
課
せ
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
、
４
人
家
族

な
ら
年
１
万
２
０
０
０
円
の
負

担
増
に
な
り
ま
す
。

船
橋
市
は
「
行
財
政
改
革
」

に
よ
る
市
民
負
担
増
の
理
由
の

一
つ
に
、
「
少
子
化
で
将
来
の
税

収
が
減
る
」
こ
と
を
あ
げ
て
い

ま
す
が
、
子
ど
も
に
も
３
０
０

０
円
の
負
担
増
に
な
る
国
保
料

の
引
き
上
げ
は
、
子
を
産
む
こ

と
へ
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
と
同
じ

で
、
少
子
化
を
加
速
さ
せ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

し
か
も
船
橋
市
は
今
後
１
０

年
間
に
わ
た
っ
て
、
国
保
料
を

２
年
ご
と
に
連
続
値
上
げ
す
る

計
画
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

昨
年
１
０
月
に
は
消
費
税
も

増
税
さ
れ
、
１
２
月
に
は
下
水

道
料
金
も
引
き
上
げ
ら
れ
家
計

に
は
大
打
撃
で
す
。

い
ま
で
も
保
険
料
が
高
す
ぎ

て
、
２
割
近
く
の
世
帯
が
払
え

な
い
の
に
、
さ
ら
な
る
値
上
げ

で
ま
す
ま
す
払
え
な
い
世
帯
が

増
え
る
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
保
険
料
が
払
え
な
け
れ
ば

保
険
証
を
取
り
上
げ
ら
れ
て
、

医
療
そ
の
も
の
が
奪
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

「
船
橋
市
国
保
を
よ
く
す
る

会
」
は
２
月
５
日
、
市
に
撤
回

を
求
め
て
要
請
し
ま
し
た
。

虐
待
で
命
を
奪
わ
れ
た
栗
原
心
愛
さ
ん
が
、
亡
く
な
る
３
ヵ
月
前
に
書
い
た

「
自
分
へ
手
紙
」。
し
か
し
心
愛
さ
ん
は
こ
の
手
紙
を
二
度
と
見
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
写
真
は
「
東
京
新
聞
」
よ
り
転
載
。

丸

山

慎

一

「
船
橋
市
国
保
を
よ
く
す
る
会
」
が
国
保
料

の
引
き
上
げ
中
止
と
引
き
下
げ
を
求
め
て

市
に
要
請
し
ま
し
た
。

＝
２
月
５
日
・
船
橋
市
役
所
内

野
田
市
内
で
起
き
た
父
親
に
よ
る
児
童
虐
待
死
事
件
か
ら
、

１
月
２
４
日
で
ち
ょ
う
ど
１
年
に
な
り
ま
し
た
。
亡
く
な
っ
た

の
は
栗
原
心
愛
（
み
あ
）
さ
ん
。
児
童
相
談
所
が
一
時
保
護
ま

で
し
て
お
り
、
県
や
市
が
き
ち
ん
と
対
応
し
て
い
れ
ば
救
え
た

命
で
し
た
。

「
未
来
の
あ
な
た
を

み
た
い
で
す
」

一
時
保
護
は
解
除
す

べ
き
で
は
な
か
っ
た


